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課題名︓ 濃度の異なるメチルセルロース溶液を⽤いた飽和地盤の地震時応答性状の把握  
研究代表者︓ 的場 萌⼦  
所属機関名︓ 国⽴研究開発法⼈ 建築研究所  
所内担当者名︓  上⽥ 恭平  
研究（滞在）期間︓ 令和 6 年 4 ⽉ 1 ⽇ 〜 令和 7 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
研究（滞在）場所︓   
共同研究参加者数︓ 2 名 (所外 1 名，所内 1 名)  
 
研究及び教育への波及効果について 
地盤の液状化現象を再現する遠⼼場模型実験では，間隙⽔圧の時間に関する相似則を合わせるために
代替間隙⽔として粘性を調整したメチルセルロース溶液が⽤いられる。本研究ではメチルセルロース溶液の粘
性の温度依存性に着⽬し，代替間隙⽔の温度変化が飽和地盤縮⼩模型の応答性状に与える影響を検
討した。本研究で得られた知⾒は，液状化地盤－構造物系を対象とする遠⼼場縮⼩模型実験の⾼精度
化に繋がるものと考えられる。 

 
研究報告 
(1) ⽬的・趣旨 
 既往の液状化地盤－構造物系を対象とした遠⼼場縮⼩模型実験では，間隙⽔圧についての時間に関す
る相似則を合わせるために，代替間隙⽔として粘性を調整したメチルセルロース溶液が⽤いられている。メチル
セルロース溶液の粘性は温度依存性が⾼いことが知られているものの，代替間隙⽔として使⽤された際の粘性
の温度依存性が地盤縮⼩模型の地震時挙動に与える影響はあまり考慮されていない。 
 本研究では，液状化地盤－構造物系の動的相互作⽤効果を精緻に検討できる実験⼿法の開発のため，
遠⼼⼒載荷実験装置を利⽤した実験を⾏い，飽和地盤の地震時挙動に及ぼすメチルセルロース溶液の粘性
の温度依存性による影響を明らかにする。 
(2) 研究経過の概要 

本研究では，メチルセルロース溶液の粘性と⽔温・濃度の関係に着⽬し，濃度の異なる代替間隙⽔を使
⽤した場合の飽和地盤の地震時応答性状の違いを把握するため，京都⼤学防災研究所の遠⼼⼒載荷実
験装置を利⽤し飽和地盤－構造物系の縮⼩模型実験を実施した。 
(3) 研究成果の概要 
 本研究により得られた知⾒を以下に⽰す。 
1) 模型地盤に注⼊する代替間隙⽔（メチルセルロース溶液）の粘性と⽔温・濃度の関係について，同⼀⽔
温条件においてメチルセルロース溶液の濃度が⼤きくなると溶液の粘度が上昇する傾向を確認した。これを踏ま
えて，メチルセルロース溶液の粘度と⽔温，濃度の関係を表す回帰式を構築した。 
2) 飽和地盤－構造物系の縮⼩模型を⽤いた遠⼼⼒載荷実験結果より，メチルセルロース溶液の濃度が異
なる試験体では過剰間隙⽔圧⽐応答の上昇過程に違いが⾒られ，濃度の⼤きい試験体ほど液状化過程の
開始時刻および液状化時刻が遅れる可能性があることを⽰した。 



 本研究の成果は限られた試験体数に基づくものであることから，今後も試験体数を増やし検討を深めていくも
のとする。 
(4) 研究成果の公表 
 現時点では特になし。今後，建築基礎・地盤⼯学分野において研究成果の公表を検討している。 
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